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に苦慮した潜在性結核感染症を合併した透析患者の一例. 第 46 回日本腎臓学会東部学術大

会. 東京, 2016 年 10 月. 

207. 吉本 裕, 鈴木 健, 新井 康介, 高橋 悠, 森田 俊郁樹, 鈴木 聡宏, 左羽内 哲也, 田中 啓之, 

大下 格, 須田 伸, 芝本 隆. 新たに開発された連続血圧測定装置 RBP-100 の臨床評価. 第

61 回日本透析医学会学術集会総会. 大阪, 2016 年 6 月. 

208. 吉本 裕, 鈴木 健, 新井 康介, 高橋 悠, 森田 俊郁樹, 鈴木 聡宏, 左羽内 哲也, 田中 啓之, 

大下 格, 須田 伸. 透析装置外装消毒における耐薬液性ディスプレイ保護シートの評価. 第

61 回日本透析医学会学術集会総会. 大阪, 2016 年 6 月. 

209. 若林 麻衣, 木村 麻衣, 本村 亜矢子, 庄司 紀和, 田島 真人, 内田 信一. 海水溺水後に血

液浄化療法を要し NSAIDs 関与も疑われた急性腎障害の 2 例. 第 61 回日本透析医学会学術

集会総会.  大阪,  2016 年 6 月.  

210. 渡邉 誠之, 藤木 珠美, 平澤 卓, 岩本 俊輔, 安藤 亮一. 胃動脈瘤破裂による腹腔内出血を

来した血管炎の 1 例. 第 46 回日本腎臓学会東部学術大会. 東京, 2016 年 10 月. 

211. 渡邉 誠之, 藤木 珠美, 平澤 卓, 岩本 俊輔, 廣島 葉子, 渡邉 麻美, 都倉 広子, 安藤 亮一. 

当院透析カテーテルサーベイランスにおける感染症例の検討. 第 55 回日本人工臓器学会. 

島根, 2016 年 11 月. 

212. 渡邉 誠之, 藤木 珠美, 大西 剛史, 岩本 俊輔, 安藤 亮一. 当院 ICU で入院管理され、血液

透析(HD)を行った維持透析患者の実態調査. 第 61 回日本透析医学会総会学術集会. 大阪, 

2016 年 6 月. 

213. 渡邉 誠之, 藤木 珠美, 大西 剛史, 岩本 俊輔, 安藤 亮一, 廣島 葉子, 渡邉 麻美, 都倉 広



子. 当院における透析カテーテルサーベイランス. 第 61 回日本透析医学会総会学術集会. 

大阪, 2016 年 6 月. 

 

 

[ 講演 ] 

1. Sohara E. WNK signaling and KLHL3/Cullin3 ubiquitin ligase complex in salt-sensitive hypertension. 

第８９回日本薬理学会年会. Yokohama, Feburuary, 2016. 

2. Shoda W, Nomura N, Ando F, Mori Y, Mori T, Sohara E, Rai T, Uchida S. Calcineurin Rapidly 

Dephosphorylates Sodium-ChlorideCotransporter in Response to High Potassium Intake.  第 26 回

御茶ノ水腎研究会, Tokyo,  November, 2016. 

3. Kanda E. Sponsored Session 1: Nutritional Problems in Japanese CKD Patients.  XV Ⅲ 

International congress on renal nutrition and metabolism 2016. Okinawa, April, 2016. 

4. 安藤亮一. これは知っておきたい CKD-MBD 治療最前線 . ぐんま透析医療の明日を考える

会, 前橋, 2016 年 1 月. 

5. 安藤亮一. 透析施設における感染症対策 ～ガイドライン どこがどうかわったか . 第 42

回高知県透析研究会, 高知, 2016 年 2 月. 

6. 安藤亮一. 心腎連関と CKD-MBD. 第 6 回道灌山セミナー, 東京, 2016 年 2 月. 

7. 安藤亮一. 透析医療におけるリスクマネジメント～レジリエントな対応をめざして. 第 50

回西幡透析医会, 姫路, 2016 年 3 月. 

8. 安藤亮一. CKD・透析患者の C 型肝炎の現状と問題点. 横浜 透析・肝炎セミナー, 横浜, 2016

年 3 月. 

9. 安藤亮一. CKD・透析患者における C 型肝炎の現状と問題点. 横須賀 透析・肝炎セミナー, 

横須賀, 2016 年 6 月. 

10. 安藤亮一. 透析患者のCKD-MBD～透析患者の骨折を中心に～. 透析患者の骨合併症を考え

る会 In 世田谷, 東京, 2016 年 6 月. 

11. 安藤亮一. 高リン血症治療における Ca 非含有リン吸着薬の意義. 第４回多摩腎臓フォーラ

ム, 東京, 2016 年 6 月. 

12. 安藤亮一. 透析室の感染対策. 第 20 回血液透析技術基礎セミナー, 東京, 2016 年 7 月. 

13. 安藤亮一. 透析合併症（Ⅱ） 感染症・悪性腫瘍・消化管. 平成 28 年度透析従事者研修, 埼

玉, 2016 年 7 月. 

14. 安藤亮一. 透析施設における感染症対策 ～マニュアルからガイドラインへ . 第 37 回滋賀 

腎・透析研究会, 滋賀, 2016 年 9 月. 

15. 安藤亮一. 腎不全患者の感染症マネージメント. 第 19 回腎不全患者の糖尿病診療を考える

会, 東京, 2016 年 9 月. 

16. 安藤亮一. 透析施設における HIV 感染透析患者への対応. HIV-DIALYSIS セミナー, 広島, 

2016 年 10 月. 

17. 安藤亮一. 透析患者のリン管理に関する最近の話題. 腎不全とリン管理を考える会, 徳島, 

2016 年 10 月. 



18. 安藤亮一. 慢性腎臓病と HIV. 第 2 回 千葉県 HIV 医療連携セミナー, 千葉, 2016 年 11 月. 

19. 安藤亮一. 透析患者における感染症管理と対策. 第 4 回透析合併症研究会, 横浜, 2016 年 11

月. 

20. 安藤亮一. 透析施設における感染症対策 ～最近の話題. 第 19 回多摩腎不全フォーラム, 東

京, 2016 年 11 月. 

21. 安藤亮一. これは知っておきたい CKD-MBD 治療最前線. 第 44 回千葉県透析研究会, 千葉, 

2016 年 11 月. 

22. 岡戸 丈和． ベッドサイドで出来る視診・触診 ～シャントを中心に～． 城東エリア透析

連携会, 東京, 2016 年 2 月． 

23. 岡戸 丈和． 血漿交換中に再増悪する TTP における ADAMTS13 インヒビターの変化につ

いて． 東大&TMDU Apheresis Seminar, 東京, 2016 年 2 月． 

24. 岡戸 丈和． C 型肝炎ウイルス関連クリオグロブリン腎症に対する Direct-Acting Antivirals

とアフェレシス療法について． 腎臓病・肝臓病疾患啓発セミナー, 東京, 2016 年 7 月． 

25. 岡戸 丈和． 腎臓専門医が目指す PD のあるべき姿とは． 第 6 回さくら腹膜透析研究会, 東

京, 2016 年 7 月． 

26. 岡戸 丈和． 腎臓病とかゆみ． かゆみ疾患啓発セミナー, 東京, 2016 年 8 月． 

27. 岡戸 丈和． CKD 治療と地域連携． 慢性腎臓病セミナー, 東京, 2016 年 9 月． 

28. 岡戸 丈和． 腎性貧血 改訂 GL を中心に． 両国 CKD セミナー, 東京, 2016 年 12 月． 

29. 小澤潔. 透析患者における多血管病の頻度と CKD-MBD 関連検査項目の管理. 三浦半島

PAD カンファレンス, 横須賀, 2016 年 9 月. 

30. 小澤潔. CKD の薬物療法～保存期から透析期での変化～. 横須賀市薬剤師会, 横須賀, 2016

年 10 月. 

31. 小澤潔. 透析 10 年目の合併症とその予防. 横須賀市薬剤師会, 横須賀, 2016 年 11 月. 

32. 小原 由達. CKD のマネジメントの基本. 第 2 回生活習慣病セミナー, 茨城,  2016 年 10 月. 

33. 神田英一郎. 透析患者の C 型肝炎治療. C 型肝炎治療薬.  透析アドバイザリーボード.  東

京,  2016 年 2 月. 

34. 神田英一郎. 透析患者の予後を予測できるか.  第 2 回京都奈良臨床 CKD 研究会.  京都,  

2016 年 3 月. 

35. 神田英一郎. 食事による酸負荷の腎機能への影響.  第 19 回腎不全治療研究会.  福岡,  

2016 年 4 月. 

36. 神田英一郎. 初心者のための臨床研究入門. 生命倫理研究センターセミナー. 東京,  2016

年 4 月. 

37. 神田英一郎. 研究倫理、臨床研究の計画の立て方.  腎臓病病態栄養セミナー.  大阪,  2016

年 6 月. 

38. 神田英一郎. CKD 治療のポイント―透析を見据えた治療―.  十和田 CKD 治療講演会.  青

森,  2016 年 6 月. 

39. 神田英一郎. eGFR 変化率の末期腎不全代替エンドポイントとしての検討.  第 9 回区西南部

腎不全医療研究会.  東京,  2016 年 10 月. 



40. 神田英一郎. エビデンスを発信しよう!.  第 378 回川崎医科学会講演会.  岡山,  2016 年 12

月. 

41. 桑原 道雄. 慢性腎臓病とは. 公開講座～よくわかる腎臓病～, 春日部, 2916 年 7 月. 

42. 桑原 道雄. 慢性腎臓病と病診連携. 春日部医師会学術講演会, 春日部,  2916 年 11 月. 

43. 小林克樹. CKD（慢性腎臓病）との付き合い方. 東村山市健康教室, 東京, 2016 年 3 月. 

44. 小林克樹. 腎臓を守るために. 多摩北部医療センター市民公開講座, 東京, 2016 年 4 月. 

45. 小林克樹. これまでのたまほく、これからのたまほく～腎臓内科編～. 北多摩北部 CKD 病

診連携講演会, 東京, 2016 年 10 月. 

46. 小林凡子. CME 1：臨床のための腎生検病理診断：スキルアップ.3．腎生検病理診断に必須

な臨床情報：合理的な依頼書のフォーマット. 第 59 会日本腎臓学会学術集会総会, 神奈川, 

2016 年 6 月. 

47. 椎貝達夫. 1.料理の話2.2大腎臓病の3年間の調査でわかったこと. 腎生会講演会. 東京, 2016

年 3 月. 

48. 椎貝達夫. 1.「瞑想」の効果 2.アシドーシスの治療法. 腎生会講演会. 東京, 2016 年 5 月. 

49. 椎貝達夫. 慢性腎臓病に合併するアシドーシスのリン吸着薬を用いた, 新しい治療法. ホス

レノール WEB セミナー. 茨城, 2016 年 6 月. 

50. 椎貝達夫. 加齢は腎機能を低下させるか. 第 60 回茨城腎研究会. 茨城, 2016 年 7 月. 

51. 椎貝達夫. 「瞑想」をどのように行うか. 腎生会講演会. 茨城, 2016 年 7 月. 

52. 椎貝達夫. 慢性腎臓病の診療. DPP ヘルスパートナーズ講演会. 東京, 2016 年 10 月. 

53. 椎貝達夫. CKD 保存療法 40 年-とくに Stage 5 の対策について-. 第 6 回 CKD 保存療法研究

会. 茨城, 2016 年 10 月. 

54. 椎貝達夫. CKD保存療法の 41年間. 第 4回CKD保存療法普及のための全国大会. 茨城, 2016

年 10 月. 

55. 蘇原映誠. 遺伝子と環境因子から考える多発性嚢胞腎診療. 学術講演会, 東京, 2016 年２月. 

56. 蘇原映誠. WNK シグナルを介した新しい塩分感受性調節機構の解明～なぜ、塩分摂取で血

圧が上がるのか？～. 九州腎フォーラム, 博多, 2016 年 9 月. 

57. 蘇原映誠, 森崇寧, 内田信一. 次世代シークエンサーを用いた遺伝性腎疾患の解析. 第４６

回日本腎臓学会東部学術大会, 東京, 2016 年 10 月. 

58. 蘇原映誠. 次世代シークエンサー時代の高血圧研究の実際. 第３９回日本高血圧学会総会, 

仙台, 2016 年 10 月. 

59. 蘇原映誠. 腎性尿崩症治療を目指した AQP2 細胞内局在制御機構の解明. 第 43 回日本神経

内分泌学会学術集会, 浜松, 2016 年 11 月. 

60. 田中智美. 糖尿病患者の CKD 管理. とりで腎・代謝内科フォーラム, 茨城, 2016 年 11 月. 

61. 西尾康英. 保存期腎不全の治療時間軸と個別背景を考慮した治療介入の可能性. 腎生会全

国大会, 取手市, 2016 年 10 月. 

62. 羽田俊彦. 第１回諏訪赤十字病院 JMECC. 日本内科学会, 長野, 2016 年 1 月. 

63. 羽田俊彦. 第３回東京医科歯科大学 JMECC. 日本内科学会, 東京, 2016 年 5 月. 

64. 羽田俊彦. 第 1 回長野赤十字病院 JMECC. 日本内科学会, 長野, 2016 年 5 月. 



65. 羽田俊彦. 第４回東京医科歯科大学 JMECC. 日本内科学会, 東京, 2016 年 7 月. 

66. 羽田俊彦. 第 2 回諏訪赤十字病院 JMECC. 日本内科学会, 長野, 2016 年 9 月. 

67. 羽田俊彦. 第 2 回国立病院機構名古屋医療センターJMECC. 日本内科学会, 愛知, 2016 年 9

月. 

68. 羽田俊彦. 第2回国立病院機構東京医療センターJMECC. 日本内科学会, 東京, 2016年10月. 

69. 羽田俊彦. 第１１回富山大学 JMECC. 日本内科学会, 富山, 2016 年 11 月. 

70. 羽田俊彦. 第 2 回長野赤十字病院 JMECC. 日本内科学会, 長野, 2016 年 11 月. 

71. 羽田俊彦. 第８回埼玉医科大学 JMECC. 日本内科学会, 埼玉, 2016 年 12 月. 

72. 前田益孝. 透析患者への実践的栄養管理. 第 15 回腎不全の医療ネットワークを考える会, 

神奈川, 2016 年 5 月. 

73. 前田益孝. 腎臓病診療のパラダイムシフト～透析は変わり続けなければならない～. 第 61

回日本透析医学会, 大阪, 2016 年 6 月. 

74. 前田益孝. CKD患者における食事療法. 第 59回日本腎臓学会学術総会, 神奈川, 2016年 6月. 

75. 前田益孝. 今日から始める CKD 栄養療法. 長崎 CKD 合併症研究会, 長崎, 2016 年 6 月. 

76. 前田益孝. 透析患者の栄養管理について. 東葛北部・取手講演会, 千葉, 2016 年 7 月. 

 

 

[ 研究助成金 ] 

1. 渭原克仁. 平成 28 年度東京都立病院臨床研究一般研究更新 「腎代替療法を要する急性腎障

害患者の生命予後が、腎代替療法導入時の尿量に関連するか後方視的に探索する」. 

2. 内田信一. 科学研究費補助金基盤研究(S). 「WNK シグナルによる塩分ストレス応答の分子

病態解明と治療法の開発」 

3. 内田信一. 挑戦的萌芽研究.「KLHL2/3 を標的とした新規 WNK キナーゼシグナル阻害法の

確立」 

4. 佐々木成. 科学研究費補助金基盤（C） 「アクアポリン２の尿中排泄のメカニズムと生理学

的役割の解明」. 

5. 銭谷慕子. 研究活動スタート支援 「オートファジーを介した WNK シグナル制御による新

規血管トーヌス調整機構の解明」. 

6. 蘇原映誠. 学術研究助成基金助成金(基盤 B) 「蛋白分解系による WNK シグナル調節機構の

解明」. 

7. 蘇原映誠. 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 「次世代シークエンサーによる新しい多発性

嚢胞腎診療」. 

8. 蘇原映誠. 東京医科歯科大学 学長裁量優秀若手研究者奨励賞 「蛋白分解系による WNK シ

グナル調節機構の解明」. 

9. 蘇原映誠. 万有研究奨励賞 「WNK-SPAK 蛋白結合阻害による新規高血圧治療薬の開発」. 

10. 蘇原映誠 . 武田科学振興財団医学系研究奨励  「塩分感受性高血圧新規原因遺伝子

KLHL3/Cullin3 による WNK シグナル制御機構の解明」. 

11. 高橋大栄. 研究活動スタート支援 「塩分感受性と糖脂質代謝をつなぐ WNK4 の機能探求」. 



12. 野村尚弘. 科学研究費若手研究（B） 「カリウムによる血圧調整機構の解明」. 

13. 森 雄太郎. 研究活動スタート支援 「オートファジーによる腎臓でのWNKキナーゼおよび

血圧・電解質制御機構の解明」. 

14. 油井直史. 科学技術研究費補助金基盤（C）「直接的アクアポリン２阻害剤の開発」. 
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